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１ 都市計画について 



都市計画について

都市局 まちづくり推進部

令和 元 年 8 月 20 日



中播都市計画（姫路市）総括図



姫路の中心市街地



T2年（1912）

M27（1894）播但鉄道乗入れ

西国街道

M20（1888）国鉄（山陽鉄道）姫路駅設置

M21（1888）山陽本線乗入れ

野里街道

飾磨街道



お城本町の歴史

姫路城

姫路駅

大正２年市街地図 明治29年に政府の軍備
拡張政策のもと、陸軍第十
師団が創設され、旧姫路城
内に陸軍の諸機関が設営さ
れ、昭和20年の敗戦まで軍
都として栄える。

お城本町は旧陸軍の施設
の中の城南錬練兵場の一
角に位置する。

城南練兵場



２度の空襲と敗戦

昭和２０年６月２２日，７月３
日の空襲で焼け野原となった
姫路駅前

姫路城

姫路城周辺の戦災状況



S20-30（1945-55）

S29（1954）山陽電鉄高架乗入れ

S30（1955）50m通り完成

S21（1946）戦災復興事業

M20（1888）国鉄山陽本線

M26（1894）国鉄播但線

S5（1930）国鉄姫新線

S18（1943）神姫合同自動車本社

S21（1946）姫路市営バス

S26（1951）百貨店

S28（1953）名古山霊苑

S31（1956）特別史跡

S26（1951）市立動物園

S28（1953）百貨店

S22（1947）市庁舎

戦災復興期



姫路城周辺の復興の歴史
駅前よりもいち早く復興したお城本町

奇跡的に焼失を免れた姫
路城周辺のこの地に、戦後
復興のために姫路駅周辺
のヤミ市や引揚者を収容す
るため市が国から借地し、
間口３ｍ奥行４ｍのバラック
店舗を長屋建で建設し「お
城マート」が誕生した。

当時は、「お城マート」に来れば何でも手に入ると言われたほど配給制であった
米・砂糖・大豆・古着・焼酎，アイスクリーム・鰻屋まであり、隆盛を極めた。

市は居住することを許可しなかったが、次第に壁が出来、２階部分が増築されたり、
引揚者が住居を求めて移り住むなどして町としての形態ができてきた。

お城マート



御幸通り

従来の姫路の基軸（明治天皇が閲兵式のため行幸した道路）





復興都市計画がつくった骨格

県立歴史博物館蔵・高橋秀吉コレクション

無電柱化

出典：姫路市



S42（1967）姫路公園都決55.2ha

高度経済成長期

S47（1972）山陽新幹線開通

S50（1975）姫路バイパス開通

S41（1966）市営モノレール開通

S45（1970）船場ビル完成

S46（1971）ジャスコ姫路店

S36（1961）市街地改造事業 S30-48（1955-73）

S39（1964）姫路城・昭和の大修理

S43（1968）都市計画街路十二所前線開通

S45（1970）交通規制（一方通行）開始

S34（1959）姫路民衆駅・姫路駅デパート



船場東ビル



S51（1976）市民会館

S49（1974）ダイエー

S59（1984）コミュニティ道路整備事業

安定成長期
S58（1983）市立美術館

S59（1984）播但線高架完成

S55（1980）市庁舎移転

S48-61（1973-86）

S49（1974）モノレール休止

S57（1982）姫路駅前立体駐輪場

S61（1986）景観形成地区指定

S59（1984）シンボルロード整備事業



H2 日本城郭研究センター

S58 県立歴史博物館

S58 市立美術館
H4 姫路城西御屋敷跡

庭園 好古園

H2 姫路文学館

H1 シロトピア記念公園

H19 家老屋敷公園

S26 市立動物園

淳心学院

姫路東高等学校

白鷺義務教育学校



S61-H18（1986-2006）

S63（1988）姫路駅中央自転車駐車場

H3（1991）再開発ビル（キャスパ）

H2（1990）大手前地下駐車場

H13（2001）再開発ビル（イーグレ）

H14（2002）ダイエー閉店

S62（1987）フォーラス（ジャスコ業態転換）

H4（1992）好古園

H1（1998）文学館

バブル期以降

H1（1989）ボートピア姫路

H2（1990）再開発ビル（パラシオ）



昭和３０年

駅前幹線「大手前通り」完成

昭和５０年

再整備前

昭和６３年

再整備後

平成２３～２６年

姫路駅北駅前広場整備後
「トランジットモール化事業」

シンボルロード「大手前通り」の変遷



現在の中心市街地

18
姫路城～JR姫路駅周辺 拠点商業業務地として高密な市街地



姫路城北側周辺 中低層住宅地

城南線

県立大学

姫路西高校

姫路東高校

姫路工業高校

姫路医療センター
淳心学院

賢明女子学院

県立歴史博物館

19

JR姫路駅

姫路城

現在の中心市街地



全体構想（目指すべき都市像）

「 多 核 連 携 型 都 市 構 造 」

目標とする都市構造



①姫路らしいコンパクトな市街地の形成

②人口減少・超高齢社会への適応

③創造的ものづくりのまち 姫路の復権

多核連携型都市構造の実現に向けて、都心部や地域核等
における施設の適正な立地、移動利便性の向上、都市計
画施設の適切な見直し等を進めます。

高齢者等が自家用自動車に依存することな
く、安心して住み続けられる環境を整える
ため、公共交通の維持・充実、地域の実情
に応じた土地利用の誘導等を進めます。

市内産業の停滞や雇用環境の悪化を防止し、市民の
働く場所を維持するための取組を進めます。

全体構想（主要課題）



⑤環境にやさしいまちづくり

⑥減災の視点を取り入れた安全・安心の確保

④地域資源を生かしたまちづくり

歴史・文化と景観を大切にした取組や地域資源を活用した特
色ある地域づくりの取組を進めます。

豊かな森林が持つ機能の維持や自転車等の利用を促進す
るなど、環境負荷の低減を目指した取組を進めます。

南海トラフ地震や集中豪雨等による災害リスクの高まりに
対応した、総合的な取組を進めます。

全体構想（主要課題）



保全系土地利用

市街化系土地利用

基本的な考え方

多核連携型の都市構造を踏まえた主要
用途の配置方針を定めます。

拠点商業業務地

商業業務地

臨海工業地

内陸工業地

複合住宅地

一般住宅地

専用住宅地

商 業 地

工 業 地

住 宅 地

農地・集落地

山地・丘陵

保 全 地

全体構想（整備方針） 土地利用



24人口 ５３０，５１７人（7月1日現在）

旧家島町

中播都市計画区域

旧姫路市

旧
安
富
町

旧
夢
前
町

旧
香
寺
町

太子町

たつの市

福崎町

中播都市計画区域について

姫 路 市 域 ５３，４３５ ha

都市計画区域
３０，７５３ ha

都市計画区域外
２２，６８２

ha

市街化区域
１１，０５５ ha

市街化調整区域
１９，６９８ ha



都市計画区域マスタープランの見直し



都市計画区域マスタープランの見直し


